
判
例
研
究

「児
童
扶
養
手
当
と
婚
外
子
差
別
ー
三

つ
の
最
高
裁
判
決
」

小

野

義

美

「児童扶養手当と婚外子差別一三つの最高裁判決」

①
最
高
裁
平
成
一
四
年

一
月
三
一
日
第
一
小
法
廷
判
決

(奈
良
事
件
)

(平
成
八

(行
ツ
)
第
四
二
号
、
児
童
扶
養
手
当
資
格
喪
失
処
分
取
消

請
求
事
件
)

(民
集
五
六
巻

一
号
二
四
六
頁
、
判
例
時
報

一
七
七
六
号
四
九
頁
、
判

例
タ
イ
ム
ズ
一
〇
八
五
号

一
六
九
頁
)

②
最
高
裁
平
成
一
四
年

一
月
三
一
日
第
一
小
法
廷
判
決

(広
島
事
件
)

(平
成

一
三

(行
ツ
)
第
七
六
号
、
同

(行
ヒ
)
第
七
〇
号
、
児
童
扶

養
手
当
資
格
喪
失
処
分
取
消
請
求
事
件
)

(賃
金
と
社
会
保
障

=
二
二
二
号
四
七
頁
)

③
最
高
裁
平
成
一
四
年
二
月
二
二
日
第
二
小
法
廷
判
決

(京
都
事
件
)

(平
成

=
一
(行
ツ
)
第
二
五
〇
号
、
同

(行
ヒ
)
第
二
四
九
号
、
児

童
扶
養
手
当
資
格
喪
失
処
分
取
消
請
求
事
件
)

(判
例
時
報

一
七
八
三
号
五
〇
頁
、
賃
金
と
社
会
保
障

=
三
一〇
号
五

〇
頁
)

[事
実
の
概
要
]

一

X

(
原
告
、
被
控

訴
人

(②

で
は
控
訴
人
)
、
上
告
人

(②

で
は
被

上
告

人
)
)

は
婚
姻

に
よ
ら
な

い
で
子

を
懐
胎

し
、
平
成

二
年

一
一
月

一

六
日

(②

"
平
成

六
年
六
月

一
五
日
、
③

"
昭
和
六

二
年
八
月

一
=

日
)

に
出
産

し
て
、
こ
れ
を
監
護
し

て
お
り
、
児
童

扶
養
手
当
法
施
行
令

一
条

の
二
第

三
号

に
該
当
す

る
児
童

を
監

護
す

る
母
と

し
て
平
成

三
年

二
月

(②

"
不
明

、
③

…
昭
和

六

二
年
九
月

)
か
ら
児
童

扶
養
手
当

の
支
給
を

受
け
て

い
た
が
、
同
五
年

五
月

=

百

(②

"
平
成
七
年
九
月
七
日
、
③

"

平
成

六

年

一
月

二
六

日
)
、
子

が
そ

の
父

か
ら

認
知

さ
れ

た
た

め
、

Y

(①

"
奈
良
県
知
事

、
②

"
広
島
県
知
事
、
③

"
京
都
府
知

事
、
被

告
、

控
訴
人

(②

で
は
被
控
訴
人
)
、
被
上
告
人

(②

で
は
上
告
人
)
)
は
、
同

施
行
令
同

号
末
尾

の
括
弧
書

(
「父
か
ら
認
知

さ
れ
た
児
童

を
除
く
」

(以
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二
一
審
判
決

①
の
一
審
判
決
（
奈
良
地
判
平
成
六
・
九
・
二
八
、
判
例
時
報
一
五
五

九
号
三
一
頁
）
は
本
件
括
弧
書
は
婚
姻
外
の
児
童
を
社
会
的
地
位
ま
た
は

身
分
に
よ
り
差
別
す
る
も
の
で
あ
り
、
差
別
は
合
理
的
な
理
由
に
よ
る
も

の
と
い
え
な
い
か
ら
、
憲
法
一
四
条
に
違
反
し
、
無
効
で
あ
る
と
し
て
本

件
処
分
を
取
り
消
し
た
。
被
告
控
訴
。

②
の
一
審
判
決
（
広
島
地
判
平
成
一
一
・
一
一
一
・
三
一
、
判
例
自
治
一
九

五
号
五
二
頁
）
は
、
（
一
）
施
行
令
一
条
の
二
第
三
号
は
積
極
要
件
を
定

め
た
本
文
と
消
極
要
件
を
定
め
た
本
件
括
弧
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、

本
件
括
弧
書
に
つ
い
て
の
判
断
は
司
法
権
の
範
囲
を
逸
脱
し
な
い
、
（
三

本
件
括
弧
書
の
適
用
に
よ
り
婚
姻
外
の
児
童
が
認
知
さ
れ
た
者
と
婚
姻
を

解
消
し
た
者
と
の
間
に
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
に
関
し
て
差
別
を
生
ず
る

こ
と
に
な
る
と
し
て
も
、
政
令
制
定
権
者
の
広
範
な
裁
量
権
に
加
え
、
被

下
、
「
本
件
括
弧
書
」
と
い
う
）
）
に
よ
り
、
平
成
五
年
五
月
一
二
日
《
①
叩

平
成
七
年
一
二
月
一
五
日
、
③
函
平
成
七
年
四
月
五
日
）
付
け
で
児
童
扶

養
手
当
受
給
資
格
喪
失
処
分
（
以
下
、
「
本
件
処
分
」
と
い
う
）
を
な
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
ｘ
は
、
本
件
処
分
を
不
服
と
し
て
、
同
年
二
月
八

日
（
②
函
不
明
、
③
函
平
成
七
年
五
月
八
日
）
に
Ｙ
に
対
し
て
異
議
申
立

を
行
っ
た
が
、
Ｙ
は
平
成
六
年
一
月
五
日
（
②
叩
平
成
八
年
三
月
一
一
五
日
、

③
函
平
成
七
年
七
月
五
日
）
付
け
で
右
申
立
を
棄
却
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｘ

は
、
そ
の
根
拠
と
な
っ
た
本
件
括
弧
書
が
憲
法
一
四
条
な
ど
に
違
反
し
、

違
憲
、
無
効
で
あ
る
と
し
て
本
件
処
分
の
取
消
を
求
め
る
訴
を
提
起
し
た
。

三
原
審
判
決

①
の
原
審
判
決
（
大
阪
高
判
平
成
七
・
一
一
・
二
一
、
判
例
時
報
一
五

五
九
号
二
六
頁
）
は
本
件
括
弧
書
を
設
け
た
こ
と
は
立
法
府
（
な
い
し
は

政
令
制
定
権
者
）
の
裁
量
の
範
囲
内
に
属
し
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
』

し
な
い
と
し
て
、
原
判
決
を
取
り
消
し
、
被
控
訴
人
の
請
求
を
棄
却
し
た
。

被
控
訴
人
上
告
。

②
の
原
審
判
決
（
広
島
高
判
平
成
一
二
・
二
・
一
六
、
判
例
時
報
一

七
六
五
号
三
七
頁
）
は
、
（
二
本
件
括
弧
は
法
四
条
一
項
五
号
の
委
任

の
範
囲
を
超
え
て
政
令
を
制
定
し
た
も
の
で
違
法
、
（
三
本
件
括
弧
書

を
無
効
と
判
断
す
る
こ
と
は
裁
判
所
の
司
法
判
断
の
限
界
を
超
え
る
も
の

告
主
張
の
諸
点
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
そ
の
差
別
的
取
扱
い
が
著
し

く
合
理
性
を
欠
き
明
ら
か
に
裁
量
を
逸
脱
し
、
ま
た
は
濫
用
し
た
も
の
と

ま
で
は
認
め
ら
れ
ず
、
右
差
別
が
何
ら
合
理
的
理
由
の
な
い
不
当
な
も
の

で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
原
告
控
訴
。

③
の
一
審
判
決
（
京
都
地
判
平
成
一
○
・
八
・
七
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一

○
一
一
一
七
号
一
一
三
頁
）
は
、
（
一
）
施
行
令
一
条
の
一
一
第
三
号
は
本
文
は

手
当
を
支
給
す
る
と
の
規
範
（
第
一
規
範
）
を
、
本
件
括
弧
書
は
手
当
を

支
給
し
な
い
と
の
規
範
（
第
二
規
範
）
を
定
立
し
た
も
の
で
あ
る
、
（
二
）

第
一
規
範
は
法
四
条
一
項
五
号
の
委
任
の
趣
旨
ど
お
り
で
あ
る
が
、
第
二

規
範
は
法
の
委
任
の
範
囲
を
超
え
て
政
令
を
制
定
し
た
違
法
・
無
効
の
も

の
で
あ
り
、
本
件
処
分
は
そ
の
余
の
判
断
を
す
る
ま
で
も
な
く
違
法
で
あ

る
と
し
て
、
原
告
の
請
求
を
認
容
し
た
。
被
告
控
訴
。
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｢児童扶養手当と婚外子差別一三つの最高裁判決」

①
判
決
（
破
棄
自
判
）

（
１
）
「
施
行
令
一
条
の
二
第
三
号
の
規
定
は
、
婚
姻
外
懐
胎
児
童
を
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
児
童
と
し
て
取
り
上
げ
た
上
、
認
知
さ
れ
た
児

童
を
そ
こ
か
ら
除
外
す
る
と
の
明
確
な
立
法
的
判
断
を
示
し
て
い
る
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
う
ち
認
知
さ
れ
た
児
童
を
児
童
扶

養
手
当
支
給
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
判
断
が
違
憲
、
違
法
な
も
の

で
は
な
い
、
（
三
）
本
件
括
弧
書
は
婚
姻
外
の
児
童
を
そ
の
社
会
的
な
地

位
又
は
身
分
に
よ
り
経
済
的
関
係
に
お
い
て
差
別
す
る
も
の
で
あ
り
、
右

差
別
は
著
し
く
不
合
理
な
も
の
と
い
う
べ
き
で
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反

し
無
効
と
し
て
、
原
判
決
を
取
り
消
し
、
控
訴
人
の
請
求
を
認
容
し
た
。

被
控
訴
人
上
告
。

③
の
原
審
判
決
（
大
阪
高
判
平
成
一
二
・
五
・
一
六
、
賃
金
と
社
会
保

障
一
一
一
一
二
○
号
五
○
頁
）
は
、
（
一
）
施
行
令
一
条
の
二
第
三
号
は
本
文

の
積
極
要
件
と
括
弧
書
の
消
極
要
件
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
本
件
括
書

の
無
効
判
断
は
司
法
権
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
、
（
二
）
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件
の
定
め
は
立
法
府
、
そ
の
委
任
を
受
け
た
政
府

の
広
い
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
本
件
括
弧
書
は
明
ら
か
に
裁
量
の
逸

脱
・
濫
用
と
見
る
こ
と
は
で
き
ず
、
支
給
要
件
の
区
別
が
憲
法
一
四
条
に

違
反
し
て
い
る
と
い
え
な
い
と
し
て
、
原
判
決
を
取
り
消
し
、
被
控
訴
人

の
請
求
を
棄
却
し
た
。
被
控
訴
人
上
告
。

［
判
旨
］

と
評
価
さ
れ
る
場
合
に
、
同
号
の
規
定
全
体
を
不
可
分
一
体
の
も
の
と
し

て
無
効
と
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
除
外
部
分
の
み
を
無
効
と
す
る
こ
と
と

し
て
も
、
い
ま
だ
何
ら
の
立
法
的
判
断
が
さ
れ
て
い
な
い
部
分
に
つ
き
裁

判
所
が
新
た
に
立
法
を
行
う
こ
と
と
同
視
さ
れ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
括
弧
書
を
無
効
と
し
て
本
件
処
分
を
取
り
消
す
こ
と

が
、
裁
判
所
が
立
法
作
用
を
行
う
も
の
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
」

（
２
）
「
法
が
四
条
一
項
各
号
で
規
定
す
る
類
型
の
児
童
は
、
生
別
母
子

世
帯
の
児
童
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
一
条
の
目
的
規
定
等
に
照
ら
し
て
、

世
帯
の
生
計
維
持
者
と
し
て
の
父
に
よ
る
現
実
の
扶
養
を
期
待
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
児
童
、
す
な
わ
ち
、
児
童
の
母
と
婚
姻
関
係

に
あ
る
よ
う
な
父
が
存
在
し
な
い
状
態
、
あ
る
い
は
児
童
の
扶
養
の
観
点

か
ら
こ
れ
と
同
視
す
る
こ
と
が
で
き
る
状
態
に
あ
る
児
童
を
支
給
対
象
児

童
と
し
て
類
型
化
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」

「
施
行
令
一
条
の
二
第
三
号
は
、
本
件
括
弧
書
を
設
け
て
、
父
か
ら
認
知

さ
れ
た
婚
姻
外
懐
胎
児
童
を
支
給
対
象
か
ら
除
外
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

確
か
に
、
婚
姻
外
懐
胎
児
童
が
父
か
ら
認
知
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法

律
上
の
父
が
存
在
す
る
状
態
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
法
四
条
一
項
一
号
な

い
し
四
号
が
法
律
上
の
父
の
存
否
の
み
に
よ
っ
て
支
給
対
象
児
童
の
類
型

化
を
す
る
趣
旨
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
し
、
認
知
に
よ
っ
て
当
然

に
母
と
の
婚
姻
関
係
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
し
て
世
帯
の
生
計
維
持
者
と
し

て
の
父
が
存
在
す
る
状
態
に
な
る
わ
け
で
も
な
い
。
ま
た
、
父
か
ら
認
知

さ
れ
れ
ば
通
常
父
に
よ
る
現
実
の
扶
養
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
も
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い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
婚
姻
外
懐
胎
児
童
が
認
知
に
よ
り
法
律
上
の

父
が
い
る
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
依
然
と
し
て
法
四
条
一
項
一
号
な

い
し
四
号
に
準
ず
る
状
態
が
続
い
て
い
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ

う
す
る
と
、
施
行
令
一
条
の
二
第
三
号
が
本
件
括
弧
書
を
除
い
た
本
文
に

お
い
て
、
法
四
条
一
項
一
号
な
い
し
四
号
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
婚
姻
外

懐
胎
児
童
を
支
給
対
象
児
童
と
し
な
が
ら
、
本
件
括
弧
書
に
よ
り
父
か
ら

認
知
さ
れ
た
婚
姻
外
懐
胎
児
童
を
除
外
す
る
こ
と
は
、
法
の
趣
旨
、
目
的

に
照
ら
し
両
者
の
間
の
均
衡
を
欠
き
、
法
の
委
任
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の

と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」

（
３
）
「
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
施
行
令
一
条
の
二
第
三
号
が
父

か
ら
認
知
さ
れ
た
婚
姻
外
懐
胎
児
童
を
本
件
括
弧
書
に
よ
り
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
対
象
と
な
る
児
童
の
範
囲
か
ら
除
外
し
た
こ
と
は
法
の
委
任
の

趣
旨
に
反
し
、
本
件
括
弧
書
は
法
の
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
違
法
な
規

定
と
し
て
無
効
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
余
の
点
に
つ

い
て
判
断
す
る
ま
で
も
な
く
、
本
件
括
弧
書
を
根
拠
と
し
て
さ
れ
た
本
件

処
分
は
違
法
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
」

（
町
田
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
あ
る
。
）

②
判
決
（
破
棄
自
判
）

①
判
決
（
１
）
、
（
２
）
、
（
３
）
と
同
旨
（
同
一
の
小
法
廷
、
同
一
の
裁

判
官
に
よ
る
判
決
、
但
し
、
町
田
裁
判
官
の
反
対
意
見
が
あ
る
。
）
。

③
判
決
（
破
棄
自
判
）

①
判
決
の
う
ち
（
１
）
は
判
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
（
２
）
、
（
３
）
は
同

旨
。
但
し
、
裁
判
官
全
員
一
致
の
判
決
で
あ
る
。

（
１
）

一
児
童
扶
養
手
当
法
の
沿
革
と
手
当
の
受
給
状
赫
》

児
童
扶
養
手
当
法
は
、
国
民
年
金
法
（
一
九
五
九
（
昭
和
一
一
一
四
）
年
）

に
よ
る
母
子
福
祉
年
金
が
死
別
母
子
世
帯
の
み
を
保
護
対
象
と
し
て
い
た

不
都
合
を
補
完
す
べ
く
、
年
金
制
度
と
は
別
の
法
体
系
と
し
て
、
生
別
、

死
別
を
問
わ
ず
母
子
世
帯
の
保
護
を
図
る
も
の
と
し
て
一
九
六
一
（
昭
和

三
六
）
年
に
制
定
さ
れ
た
。
支
給
対
象
に
は
離
婚
、
死
別
母
子
世
帯
の
ほ

か
、
同
様
の
状
況
に
あ
る
世
帯
と
し
て
、
父
の
障
害
、
父
の
生
死
不
明
、

父
に
よ
る
遺
棄
の
各
世
帯
な
ど
と
と
も
に
未
婚
の
母
世
帯
が
含
ま
れ
た
。

但
し
、
未
婚
の
母
世
帯
に
つ
い
て
は
、
父
の
認
知
に
よ
り
父
の
扶
養
義
務

が
発
生
す
る
と
し
て
「
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
児
童
を
除
く
」
も
の
と
さ
れ

た
。
当
初
は
満
一
五
歳
ま
で
の
児
童
に
対
し
月
額
八
○
○
円
（
第
一
子
）

が
支
給
さ
れ
た
（
そ
の
後
、
一
八
歳
の
児
童
ま
で
拡
大
さ
れ
、
支
給
額
も

増
額
）
。

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
状
況
は
法
施
行
当
初
の
一
九
六
一
一
一
年
三
月
（
昭

和
一
一
一
七
年
度
末
）
で
は
一
五
万
四
三
八
七
人
（
内
、
離
婚
世
帯
四
一
・
一
一

％
、
未
婚
の
母
世
帯
一
五
・
四
％
）
が
受
給
し
た
が
、
そ
の
後
離
婚
世
帯

の
増
大
に
伴
っ
て
受
給
者
が
急
増
し
、
一
九
八
五
年
三
月
（
昭
和
五
九
年

度
末
）
に
は
六
一
一
万
七
一
一
一
○
七
人
（
内
、
離
婚
世
帯
七
三
・
九
％
、
未
婚

の
母
世
帯
五
・
七
％
）
に
達
し
た
。

こ
の
よ
う
な
受
給
者
増
大
に
対
処
す
べ
く
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
○
）

［
研
究
］
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年
六
月
、
行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、
政
府
は
児
童
扶
養
手
当
法
の
福
祉

制
度
と
し
て
の
抜
本
的
改
正
を
行
っ
た
。
提
案
さ
れ
た
主
要
な
改
正
点
は

①
養
育
者
の
所
得
制
限
に
応
じ
た
手
当
の
全
部
支
給
と
一
部
支
給
の
二
段

階
化
、
②
父
の
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
、
③
手
当
支
給
期
間
の
制
限
（
原

則
七
年
間
）
、
④
費
用
の
一
部
三
割
）
都
道
府
県
負
担
、
⑤
未
婚
の
母

の
支
給
対
象
か
ら
の
除
外
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
内
、
⑤
に
つ
い

て
は
「
生
活
の
激
変
が
な
い
」
と
し
て
除
外
案
が
出
さ
れ
た
が
、
強
い
異

論
が
出
さ
れ
、
③
と
と
も
に
修
正
・
撤
回
さ
れ
た
。
②
に
つ
い
て
は
そ
の

施
行
日
が
現
在
に
至
る
ま
で
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
法
改
正
以
降
、
一
時
的
な
離
婚
世
帯
の
減
少
と
も
相
俟
っ

て
、
手
当
受
給
者
は
減
少
傾
向
に
転
じ
、
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
ま
で

減
少
し
続
け
た
が
、
そ
れ
以
降
、
再
び
離
婚
世
帯
が
増
大
化
す
る
に
つ
れ

て
受
給
者
も
増
大
し
続
け
て
い
る
。
二
○
○
四
年
一
一
一
月
（
平
成
一
五
年
度

末
）
で
受
給
者
は
八
七
万
一
四
五
六
人
に
達
し
て
お
り
、
離
婚
世
帯
が
七

六
万
八
八
五
四
人
（
八
八
・
二
％
）
、
未
婚
の
母
世
帯
が
六
万
四
一
一
一
一
九

人
（
七
・
四
％
）
を
占
め
て
い
る
。
同
年
四
月
段
階
で
の
支
給
額
は
月
額

四
万
一
八
八
○
円
（
第
一
子
）
で
あ
る
。

本
件
で
問
題
と
さ
れ
る
「
婚
姻
外
懐
胎
児
童
」
は
立
法
の
当
初
よ
り

「
未
婚
の
母
世
帯
」
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
事
柄
で
あ
り
、
手
当

支
給
対
象
除
外
の
策
動
に
対
し
て
も
粘
り
強
い
反
対
運
動
に
よ
り
跳
ね
返

し
て
き
て
い
る
。
母
子
世
帯
の
収
入
は
父
子
世
帯
に
比
し
て
極
め
て
劣
悪

で
あ
る
た
め
児
童
扶
養
手
当
は
不
可
欠
で
あ
り
、
未
婚
の
母
世
帯
に
と
っ

て
父
の
認
知
に
よ
る
支
給
打
切
り
は
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
婚
外
子
の
差

二
本
三
判
決
の
特
徴

児
童
扶
養
手
当
法
は
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ

れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
す
る
た
め
当
該
児
童
に

つ
い
て
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
す
る
も
の
と
し
て
い
る
（
同
法
一
条
）
。

そ
し
て
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
児
童
に
つ
い
て
同
法
四
条
一
項
は

「
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童
」
（
一
号
）
、
「
父
が
死
亡
し
た
児
童
」

（
一
一
号
）
、
「
父
が
政
令
で
定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童
」
（
三

号
）
、
「
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
」
（
四
号
）
を
定
め
た
上
で
、

五
号
で
「
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
児
童
で
政
令
で
定
め
る

も
の
」
と
規
定
し
、
支
給
対
象
児
童
を
定
め
る
こ
と
を
政
令
に
委
任
し
て

い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
を
受
け
て
同
法
施
行
令
一
条
の
二
（
但
し
、
一
九

九
九
（
平
成
一
○
）
年
改
正
前
の
も
の
）
は
「
父
が
引
き
続
き
一
年
以
上

遺
棄
し
て
い
る
児
童
」
二
号
）
、
「
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
一
年
以

上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
」
三
号
）
、
「
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎

し
た
児
童
（
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
児
童
を
除
く
）
」
（
三
号
）
、
「
前
号
に
該

当
す
る
か
明
ら
か
で
な
い
児
童
」
（
四
号
）
と
定
め
て
い
る
。
本
件
は
こ

の
施
行
令
一
条
の
二
第
三
号
の
定
め
る
支
給
対
象
児
童
か
ら
「
父
か
ら
認

知
さ
れ
た
児
童
」
を
除
外
し
て
い
る
括
弧
書
部
分
の
違
憲
、
違
法
性
の
有

無
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

別
撤
廃
問
題
（
相
続
分
差
別
問
題
、
戸
籍
の
続
柄
表
記
問
題
等
）
が
国
内

外
で
議
論
さ
れ
る
中
で
、
本
件
括
弧
書
問
題
も
そ
の
一
環
と
し
て
提
起
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
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本
三
判
決
は
、
本
件
括
弧
書
の
違
憲
、
違
法
性
に
つ
い
て
下
級
春
判
決

に
お
い
て
判
断
が
真
っ
向
か
ら
対
立
（
違
憲
・
違
法
と
す
る
も
の
》
①
③

の
第
一
審
判
決
、
②
の
二
審
判
決
、
合
憲
と
す
ろ
も
の
函
②
の
一
審
判
決
、

①
③
の
二
審
判
決
）
し
、
統
一
的
判
断
が
待
た
れ
て
い
た
状
況
に
お
い
て
、

本
件
括
弧
書
を
違
法
、
無
効
と
す
る
初
め
て
の
最
高
裁
判
所
と
し
て
の
判

断
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
最
高
裁
は
本
件
括
弧
書
と
憲
法
一
四

条
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
直
接
的
な
判
断
を
示
し
て
い
な
い
。

本
件
括
弧
害
の
違
憲
、
違
法
性
の
有
無
に
つ
い
て
判
断
す
る
に
お
い
て

下
級
審
を
通
じ
て
主
要
な
争
点
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
の
は
（
二
本
件
括

弧
書
部
分
の
み
に
つ
い
て
司
法
判
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
三
）

本
件
括
弧
書
が
法
四
条
一
項
五
号
に
よ
る
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る

か
、
（
三
）
本
件
括
弧
書
が
憲
法
一
四
条
に
違
反
す
る
か
、
の
諸
点
で
あ
っ

た
。
以
下
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
争
点
に
即
し
て
検
討
を
加
え
る
こ
と

に
す
る
が
、
筆
者
の
問
題
関
心
か
ら
争
点
（
三
）
に
重
点
を
置
き
、
争
点

（
３
）

（
一
）
、
（
一
一
）
に
つ
い
て
は
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
本
件
括
弧
書
自
体
は
、
一
連
の
訴
訟
提
起
を
受
け
て
、
一
九
九（
４
）

八
（
平
成
一
○
）
年
六
月
一
一
四
日
の
政
令
一
一
一
一
四
号
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
に
お
い
て
は
、
婚
姻
外
懐
胎
児
童
が
父
か
ら
認
知
さ

れ
て
も
手
当
支
給
の
打
切
り
は
な
さ
れ
ず
、
本
件
処
分
に
相
当
す
る
問
題

は
解
決
済
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
施
行
令
改
正
前
の
事
案
に
お
い
て
は
、

改
正
時
ま
で
の
児
童
扶
養
手
当
の
請
求
権
の
有
無
の
問
題
が
残
り
、
依
然

と
し
て
訴
え
の
利
益
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。

三
本
件
括
弧
書
部
分
の
み
の
司
法
判
断
の
可
否

既
述
の
よ
う
に
、
施
行
令
一
条
の
二
第
三
号
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
支

給
対
象
児
童
に
つ
い
て
、
「
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
」

を
定
め
る
と
同
時
に
「
（
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
児
童
を
除
く
）
」
と
規
定
し

て
い
る
。
本
件
括
弧
書
の
違
憲
性
、
違
法
性
判
断
の
前
提
と
し
て
、
本
件

括
弧
書
の
み
に
つ
い
て
そ
も
そ
も
司
法
判
断
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。

司
法
判
断
の
可
否
は
こ
の
施
行
令
一
条
の
二
第
三
号
の
条
文
構
造
を
ど
の

よ
う
に
理
解
す
る
か
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。

唯
一
司
法
判
断
を
否
定
し
た
①
二
審
判
決
は
、
施
行
令
一
条
の
二
は
児

童
扶
養
手
当
支
給
の
積
極
的
要
件
の
一
つ
で
あ
る
支
給
対
象
と
な
る
児
童

を
定
め
た
法
四
条
一
項
五
号
の
委
任
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

か
ら
、
「
施
行
令
一
条
の
二
第
三
号
も
本
件
括
弧
書
を
含
め
全
体
と
し
て

同
条
の
他
の
号
と
同
様
に
、
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
な
る
児
童
を

定
め
た
規
定
で
あ
っ
て
、
そ
れ
自
体
の
中
に
…
…
消
極
要
件
ま
で
も
規
定

し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
、
す
な
わ
ち
、
本
号
は

「
本
文
と
括
弧
書
と
い
う
二
つ
の
規
定
で
は
な
く
、
一
体
と
し
て
母
が
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
で
あ
っ
て
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い

も
の
を
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
す
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
で
あ
る
」

と
し
て
、
本
件
括
弧
書
の
み
を
取
り
出
し
て
そ
れ
を
無
効
と
す
る
こ
と
は

立
法
府
ま
た
は
政
令
制
定
権
者
の
権
限
を
侵
す
こ
と
に
な
る
か
ら
許
さ
れ

な
い
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
、
②
一
審
判
決
は
、
本
文
と
括
弧
書
を
目
し
て
「
母
が
婚

姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
で
父
か
ら
認
知
さ
れ
な
い
も
の
」
に
児
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童
扶
養
手
当
を
支
給
す
る
旨
定
め
た
不
可
分
一
体
の
積
極
的
要
件
と
解
す

る
の
は
、
括
弧
書
で
除
外
形
式
を
も
っ
て
定
め
る
規
定
の
体
裁
、
文
言
に

照
ら
し
て
条
文
解
釈
の
限
界
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
積
極
要

件
を
構
成
す
る
本
文
と
消
極
要
件
を
構
成
す
る
本
件
括
弧
書
で
構
成
さ
れ

て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
が
素
直
な
解
釈
で
あ
る
こ
と
、
実
際
上
の
機
能

も
認
知
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
を
喪
失
す
る
と

い
う
意
味
に
お
い
て
問
題
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
消
極
要
件
と
し

て
機
能
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
施
行
令
一
条
の
二
第
三
号
は
積
極
要
件

を
定
め
た
本
文
と
消
極
要
件
を
定
め
た
本
件
括
弧
書
か
ら
構
成
さ
れ
て
い

る
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
」
り
、
し
た
が
っ
て
「
裁
判
所
が
本
件
括
弧
書
を

無
効
と
判
断
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
に
よ
り
消
極
要
件
が
無
効
視
さ
れ
、
積

極
要
件
が
残
存
す
る
の
み
で
あ
る
か
ら
、
新
た
な
積
極
要
件
を
創
設
す
る

こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
か
か
る
判
断
が
司
法
権
の
範
囲
を
逸
脱
す
る
も

の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
（
同
旨
、
②
二
審
判
決
、
③
一
、

二
審
判
決
）
。

以
上
の
よ
う
な
下
級
審
判
断
の
対
立
に
対
し
、
最
高
裁
判
決
は
判
旨

（
１
）
に
示
す
ご
と
く
、
本
件
括
弧
書
は
「
認
知
さ
れ
た
児
童
を
そ
こ
か

ら
除
外
す
る
と
い
う
明
確
な
立
法
的
判
断
」
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

「
そ
の
除
外
部
分
の
み
を
無
効
と
す
る
こ
と
と
し
て
も
、
い
ま
だ
何
ら
の

立
法
的
判
断
が
さ
れ
て
い
な
い
部
分
に
つ
き
裁
判
所
が
新
た
に
立
法
を
行

う
こ
と
と
同
視
さ
れ
る
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
し
て
、
本
件
括
弧
書
の

み
に
つ
い
て
の
司
法
判
断
が
可
能
で
あ
る
と
判
示
し
、
下
級
審
の
大
勢
に

沿
っ
た
判
断
を
示
し
た
。

四
本
件
括
弧
書
と
法
に
よ
る
委
任
の
範
囲
逸
脱
の
有
無

本
件
括
弧
書
が
法
に
よ
る
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

下
級
春
の
判
断
は
対
立
し
て
い
る
。
②
二
審
判
決
お
よ
び
③
一
審
判
決
は
、

児
童
扶
養
手
当
法
が
「
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
」
を
支
給

対
象
と
し
、
法
四
条
一
項
一
～
四
号
は
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

か
こ
れ
と
同
視
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
同
項
五

本
件
括
弧
書
は
条
文
構
造
（
「
規
定
形
式
」
）
か
ら
み
て
、
本
文
に
対
し

文
字
通
り
括
弧
書
と
し
て
書
か
れ
、
し
か
も
そ
の
内
容
も
除
外
形
式
（
消

極
要
件
）
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
括
弧
書
を
本
文
と
一
体
的
に

積
極
要
件
を
規
定
し
て
い
る
も
の
と
解
す
る
の
は
や
は
り
無
理
で
あ
る
。

し
か
も
、
実
務
上
も
一
旦
手
当
支
給
し
た
後
ま
さ
に
認
知
が
あ
れ
ば
受
給

資
格
喪
失
と
し
て
処
理
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
件
括
弧
書
は
文
字
通
り

消
極
要
件
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
本
件
括
弧
書

を
消
極
要
件
と
し
て
の
「
明
確
な
立
法
判
断
」
が
示
さ
れ
て
い
る
と
す
る

最
高
裁
の
判
断
は
正
当
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ま
た
、
消
極
要
件
と
し
て
の

本
件
括
弧
書
の
み
を
無
効
と
判
断
し
て
も
、
本
文
で
あ
る
「
母
が
婚
姻
に

よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
」
は
積
極
的
要
件
と
し
て
既
に
立
法
的
判
断

が
な
さ
れ
て
お
り
、
立
法
権
（
政
令
制
定
権
）
の
侵
害
に
は
当
た
ら
な
い

も
の
と
い
え
る
。
本
件
の
よ
う
に
ま
さ
に
条
文
文
言
の
一
部
に
つ
い
て
違

憲
・
違
法
が
争
わ
れ
て
い
る
場
合
に
、
司
法
判
断
の
可
能
性
を
否
定
す
る

こ
と
は
裁
判
所
の
違
憲
立
法
審
査
権
（
憲
法
八
一
条
）
を
不
当
に
制
約
。

（
５
）

形
骸
化
す
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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号
は
こ
れ
ら
と
同
視
さ
れ
る
「
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
」

を
具
体
的
に
規
定
す
る
こ
と
を
政
令
に
委
任
し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、

本
件
括
弧
書
は
父
か
ら
の
認
知
が
あ
れ
ば
児
童
が
「
父
と
生
計
を
同
じ
く

し
て
い
な
い
児
童
」
で
あ
っ
て
も
手
当
の
受
給
資
格
を
喪
失
す
る
と
の
規

範
の
定
立
を
行
っ
た
こ
と
に
な
り
、
法
の
委
任
の
範
囲
を
超
え
て
政
令
を

制
定
し
た
も
の
で
あ
っ
て
違
法
、
無
効
で
あ
る
、
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、

③
二
審
判
決
は
、
支
給
対
象
児
童
を
「
父
と
生
活
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

児
童
及
び
こ
れ
に
準
じ
る
児
童
で
、
生
活
状
態
の
悪
化
ま
た
は
生
活
の
困

窮
が
見
込
ま
れ
る
児
童
」
と
捉
え
、
政
府
は
そ
の
内
ど
の
範
囲
の
児
童
を

対
象
と
す
る
か
裁
量
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
婚
姻
に

よ
ら
な
い
母
子
状
態
に
あ
る
世
帯
の
児
童
は
認
知
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り

法
律
上
は
父
が
い
な
い
状
態
か
ら
脱
却
し
、
父
に
は
監
護
、
養
育
義
務
が

生
じ
る
こ
と
か
ら
扶
養
請
求
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
「
生
活
環
境
の
好
転
」

が
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
件
括
弧
書
を
明
ら
か
に
裁
量
の

逸
脱
・
濫
用
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
②
一
審
判
決
も

政
令
制
定
権
者
の
広
範
な
裁
量
権
に
照
ら
し
て
委
任
の
趣
旨
に
よ
り
相
応

し
い
児
童
を
対
象
と
す
る
た
め
に
消
極
要
件
を
設
け
る
こ
と
は
何
ら
委
任

の
範
囲
を
逸
脱
し
な
い
と
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
下
級
霧
の
対
立
に
対
し
、
最
高
裁
判
決
多
数
意
見
は
、

法
四
条
一
項
各
号
で
規
定
す
る
類
型
の
児
童
は
「
世
帯
の
生
計
維
持
者
と

し
て
の
父
に
よ
る
現
実
の
扶
養
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら

れ
る
児
童
」
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
認
知
に
よ
っ
て
世
帯
の
生
計
維
持
者

と
し
て
の
父
が
存
在
す
る
状
態
に
な
る
わ
け
で
も
な
い
し
、
父
か
ら
認
知

さ
れ
れ
ば
、
通
常
、
父
に
よ
る
現
実
の
扶
養
を
期
待
で
き
る
と
も
い
え
な

い
の
で
あ
っ
て
、
類
型
的
に
み
て
依
然
と
し
て
法
四
条
一
項
に
準
ず
る
状

態
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
括
弧
害
に
よ
り
、
父
か
ら
認
知
さ
れ
た

児
童
を
除
外
す
る
こ
と
は
法
の
委
任
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
本

件
括
弧
書
は
法
の
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
違
法
な
規
定
と
し
て
無
効
で

あ
る
、
と
判
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
反
対
意
見
は
、
児
童
扶
養
手
当
は
、

父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
の
す
べ
て
で
は
な
く
、
「
父
母
の

離
婚
等
そ
の
児
童
の
経
済
状
態
が
悪
化
す
る
特
別
の
事
情
に
あ
る
児
童
に

限
っ
て
」
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
同
じ
婚
姻
外
懐
胎
児
童
で
あ
っ

て
も
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
も
の
は
父
に
対
し
扶
養
請
求
権
を
持
つ
の
に
、

認
知
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
は
そ
の
よ
う
な
権
利
は
な
い
か
ら
、
本
件
児

童
扶
養
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
認
知
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
み
を
支
給
対

象
児
童
と
す
る
こ
と
も
合
理
的
な
理
由
が
あ
り
」
、
本
件
括
弧
書
部
分
が

法
の
委
任
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
と
す
る
。

こ
の
争
点
に
関
し
て
は
、
先
ず
、
政
令
制
定
権
者
の
裁
量
の
あ
り
方
が

問
題
と
な
る
。
①
二
審
判
決
、
③
二
審
判
決
は
社
会
保
障
立
法
に
お
け
る

立
法
府
と
同
様
の
広
範
囲
の
裁
量
権
を
政
令
制
定
権
者
（
内
閣
）
に
も
認

め
う
る
と
す
る
が
、
法
律
と
政
令
を
同
列
に
論
ず
る
の
は
疑
問
で
あ
る
し
、

政
令
は
法
律
の
委
任
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
法
律
の
委
任
の
範
囲
に

（
６
）

よ
り
限
界
付
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
、
法
四
条
一
項

五
号
が
施
行
令
に
対
し
て
な
し
た
委
任
の
範
囲
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
児
童
に
つ
い
て
は
法

一
条
が
「
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
」
と
し
、
具
体
的
に
は
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法
四
条
一
項
一
～
四
号
で
具
体
的
類
型
を
掲
げ
、
五
号
で
「
そ
の
他
前
各

号
に
準
ず
る
状
態
に
あ
る
児
童
で
政
令
に
定
め
る
も
の
」
と
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
政
令
に
委
任
さ
れ
て
い
る
の
は
法
一
条
の
趣
旨
・
目
的
に

基
づ
き
、
法
四
条
各
号
が
掲
げ
た
類
型
の
児
童
に
準
ず
る
児
童
を
具
体
化

し
て
支
給
対
象
児
童
の
範
囲
を
よ
り
明
確
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
法
一
条
の
趣
旨
・
目
的
に
基
づ
き
法
四
条
各
号
が
規
定
す
る
類
型
の

児
童
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
最

高
裁
多
数
意
見
は
「
世
帯
の
生
計
維
持
者
と
し
て
の
父
に
よ
る
現
実
の
扶

養
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
児
童
」
と
解
す
る
。
こ

れ
に
対
し
、
反
対
意
見
は
「
父
母
の
離
婚
等
そ
の
児
童
の
経
済
状
態
が
悪

化
す
る
特
別
の
事
情
の
あ
る
児
童
に
限
」
ろ
と
す
る
（
同
旨
、
③
二
審
判

決
）
。
法
四
条
一
項
各
号
が
挙
げ
る
児
童
は
「
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た

児
童
」
（
一
号
）
、
「
父
が
死
亡
し
た
児
童
」
（
二
号
）
、
「
父
が
政
令
で
定
め

る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
児
童
」
（
三
号
）
、
「
父
の
生
死
が
明
ら
か

で
な
い
児
童
」
（
四
号
）
で
あ
る
が
、
前
二
者
は
と
も
か
く
、
後
一
一
者
は

当
初
か
ら
そ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
場
合
が
あ
り
、
反
対
意
見
の
よ
う
に

「
児
童
の
経
済
状
態
の
悪
化
」
の
み
を
支
給
要
件
と
し
て
い
る
も
の
と
は

解
し
が
た
い
（
同
旨
、
①
一
審
判
決
）
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
児
童
扶
養
手

当
は
、
立
法
当
初
は
と
も
か
く
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
○
）
年
の
法
改
正

に
お
い
て
「
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
」

を
図
る
独
自
の
福
祉
制
度
と
し
て
再
構
築
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
「
父
親
不

在
の
家
庭
が
抱
え
る
経
済
状
態
に
着
目
し
た
給
付
」
と
解
す
べ
き
で
あ
り

岩
’
反
対
意
見
の
よ
う
に
「
経
済
状
態
の
悪
化
」
に
対
す
る
給
付
と
さ
れ
る

も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
法
四
条
一
項
各
号
が
規
定
す

る
児
童
類
型
は
、
各
号
に
共
通
す
る
捉
え
方
と
し
て
多
数
意
見
の
い
う

「
世
帯
の
生
計
維
持
者
と
し
て
の
父
に
よ
る
現
実
の
扶
養
を
期
待
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
児
童
」
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
施
行
令
は
、
法
四
条
一
項
五
号
の
委
任
に
基
づ
き
、
「
前
各
号
に

準
ず
る
児
童
」
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
具
体
的
に
は
「
父

（
事
実
婚
の
父
を
含
む
。
）
が
引
き
続
き
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る
児
童
」

二
号
）
、
「
父
（
事
実
婚
の
父
を
含
む
。
）
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
一
年

以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童
」
（
二
号
）
、
「
母
が
婚
姻
（
事
実
婚
を
含
む
。
）

に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童
」
（
三
号
）
、
「
前
号
に
該
当
す
る
か
ど
う

か
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
」
（
四
号
）
の
四
類
型
を
拳
示
し
て
い
る
（
施

行
令
第
一
条
の
二
）
。
こ
れ
ら
の
四
類
型
は
何
れ
も
法
四
条
一
項
の
示
す

児
童
類
型
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
三
号

に
は
「
（
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
場
合
を
除
く
）
」
と
す
る
括
弧
書
が
付
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
本
件
括
弧
書
に
つ
い
て
、
反
対
意
見
は
、
ど
の
よ
う
な
状

態
に
あ
る
児
童
を
政
令
に
定
め
る
か
は
政
令
制
定
権
者
で
あ
る
内
閣
の
裁

量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
婚
姻
外
懐
胎
児
童
を
支
給
対
象
児
童
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
み
な
ら
ず
、
婚
姻
外
懐
胎
児
童
を
支
給
対
象
児
童

と
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
も
の
は
父
に
対
し
扶
養

請
求
権
を
も
つ
こ
と
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
み
を
支
給
対
象
児

童
と
す
る
こ
と
は
合
理
性
が
あ
り
、
本
件
括
弧
書
は
法
の
委
任
の
趣
旨
に

反
し
な
い
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
認
知
に
よ
る
「
生
活
環
境
の
好
転
」
を

合
理
化
理
由
と
す
る
論
法
は
下
級
審
判
決
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
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五
本
件
括
弧
書
の
憲
法
一
四
条
違
反
の
有
無

本
件
括
弧
書
が
憲
法
一
四
条
に
違
反
す
る
か
否
か
を
め
ぐ
っ
て
は
下
級

審
に
お
け
る
最
大
の
争
点
で
あ
り
、
裁
判
所
の
判
断
も
鋭
く
対
立
し
た
。

①
一
審
判
決
は
、
（
イ
）
本
件
括
弧
書
の
対
象
で
あ
る
「
認
知
さ
れ
た

婚
姻
外
の
児
童
」
が
「
父
母
が
婚
姻
解
消
し
た
児
童
及
び
事
実
婚
を
解
消

し
た
後
に
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
児
童
」
と
対
比
し
て
明
ら
か
に
差
別
さ
れ

て
い
る
、
（
ロ
）
差
別
的
取
扱
に
つ
い
て
、
支
給
要
件
の
定
立
に
当
た
り

裁
量
の
余
地
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
支
給
要
件
が
何
ら
合
理
的
理
由
が

な
い
不
当
な
差
別
的
取
扱
を
す
る
よ
う
な
内
容
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
支

（
②
一
審
、
③
二
審
判
決
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
数
意
見
の
指
摘
す
る
よ

う
に
、
婚
姻
外
懐
胎
児
童
は
た
と
え
認
知
を
受
け
た
と
し
て
も
直
ち
に
父

と
生
計
を
同
じ
く
す
る
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
、
父
に
よ
る
現
実
の
扶
養
が

実
現
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
依
然
と
し
て
支
給
対
象
児
童
に
該
当
す
る

も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
父
の
認
知
を
受
け
た
児
童
を

排
除
す
る
本
件
括
弧
書
は
法
の
委
任
の
趣
旨
を
逸
脱
し
た
無
効
な
規
定
と

解
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
反
対
意
見
は
、
父
に
よ
り
認
知
さ
れ
た
児
童

を
除
外
し
て
も
他
の
受
給
要
件
で
あ
る
遺
棄
条
項
（
本
令
一
号
）
な
ど
に

該
当
す
れ
ば
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
る
の
で
「
格
別
の
不
利
益
」
は

な
い
と
し
て
い
る
が
、
例
え
ば
遺
棄
に
つ
い
て
は
、
「
遺
棄
」
の
判
定
自

体
が
困
難
を
伴
う
上
に
、
父
に
よ
る
「
引
き
続
き
一
年
以
上
」
の
遺
棄
が

必
要
と
さ
れ
る
な
ど
、
手
当
受
給
に
つ
い
て
認
知
を
受
け
た
児
童
に
加
重

（
８
）

な
要
件
を
課
す
も
の
と
な
り
、
不
合
理
で
あ
る
。

給
要
件
を
定
め
た
施
行
令
は
裁
量
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
で
、
憲
法
一

四
条
に
直
ち
に
違
反
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
、
と
し
た
上
で
、
六
）

差
別
的
取
扱
の
合
理
的
理
由
の
有
無
に
つ
い
て
被
告
の
主
張
す
る
諸
点
に

即
し
て
具
体
的
に
検
討
し
、
本
件
差
別
的
取
扱
に
何
ら
合
理
的
理
由
を
見

出
す
こ
と
は
で
き
ず
、
右
差
別
は
明
ら
か
に
不
合
理
な
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
り
、
本
件
括
弧
書
は
憲
法
一
四
条
に
違
背
し
無
効
で
あ
る
と
し
た
。

②
二
審
判
決
も
（
イ
）
～
（
Ｃ
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
で
あ
る
。

以
上
に
対
し
、
①
二
審
判
決
は
（
イ
）
憲
法
二
五
条
の
規
定
の
要
請
に

応
え
て
ど
の
よ
う
な
児
童
を
手
当
の
支
給
対
象
と
す
る
か
は
立
法
府
の
裁

量
の
範
囲
に
属
す
る
事
柄
で
あ
り
、
そ
の
法
令
に
お
い
て
支
給
要
件
等
に

つ
い
て
何
ら
か
の
区
別
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
れ
が
何
等
の
合

理
的
理
由
の
な
い
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
で
あ
る
な
ど
立
法
府
の
合
理
的

な
裁
量
判
断
の
限
界
を
超
え
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
に
は
憲
法
一
四

条
一
項
違
反
の
問
題
が
生
ず
る
と
し
た
上
で
、
（
巳
支
給
対
象
児
童
は

法
四
条
一
項
お
よ
び
施
行
令
一
条
の
こ
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
「
父
が
存

在
す
る
が
そ
の
父
に
児
童
を
扶
養
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
が
困
難
な

類
型
の
児
童
」
と
「
父
が
存
在
し
な
い
た
め
に
父
に
よ
る
扶
養
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
類
型
の
児
童
」
に
分
類
で
き
、
父
が
不
存
在
の
児
童
に

つ
い
て
は
父
の
不
存
在
そ
れ
自
体
か
ら
児
童
扶
養
手
当
支
給
の
必
要
性
が

類
型
的
に
肯
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
父
の
不
存
在
を
指
標
と
し
て
支
給
対
象

と
な
る
児
童
の
範
囲
を
画
す
る
こ
と
は
そ
れ
な
り
に
合
理
的
で
あ
り
、
そ

の
反
面
と
し
て
父
の
不
存
在
と
い
う
指
標
に
該
当
す
る
事
実
が
な
く
な

た
場
合
に
は
類
型
的
に
児
童
扶
養
手
当
の
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
と
す
る
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｢児童扶養手当と婚外子差別一三つの最高裁判決」

こ
と
も
そ
れ
な
り
に
合
理
的
な
も
の
と
い
え
、
立
法
者
の
裁
量
の
範
囲
内

に
属
す
る
、
し
た
が
っ
て
、
本
件
括
弧
書
は
帰
す
る
と
こ
ろ
父
の
不
存
在

と
い
う
指
標
に
該
当
す
る
事
実
を
規
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な

指
標
に
よ
っ
て
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
を
画
す
る
こ
と
が
不
合
理
と

い
え
な
い
か
ら
、
本
件
括
弧
書
を
設
け
た
こ
と
は
立
法
府
（
な
い
し
は
政

令
制
定
者
）
の
裁
量
の
範
囲
内
に
属
し
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
す
る

も
の
と
は
い
え
な
い
と
し
た
。
ま
た
、
②
一
審
判
決
は
、
（
イ
）
「
認
知
さ

れ
た
婚
姻
外
の
児
童
」
と
「
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童
」
と
の
間
に

手
当
受
給
に
関
し
て
差
別
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
、
（
ロ
）
憲
法
二
五
条

の
要
請
に
こ
た
え
て
制
定
さ
れ
た
法
令
に
お
い
て
も
、
受
給
者
の
範
囲
、

支
給
要
件
、
支
給
金
額
等
に
つ
き
何
ら
合
理
的
理
由
の
な
い
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
を
し
て
い
る
と
き
は
憲
法
一
四
条
違
反
の
問
題
を
生
じ
う
る
こ

と
は
否
定
し
得
な
い
が
、
特
定
の
二
類
型
間
で
憲
法
一
四
条
違
反
が
問
題

と
な
る
場
合
に
対
象
と
な
る
類
型
間
の
み
を
比
較
し
て
差
別
的
取
扱
い
の

合
理
性
を
判
断
す
べ
き
も
の
と
解
す
る
と
政
令
制
定
権
者
に
広
範
な
裁
量

権
を
認
め
た
趣
旨
を
没
却
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
対
象
と
さ
れ
る
類
型

間
の
比
較
の
み
な
ら
ず
、
当
該
法
令
に
お
け
る
他
の
類
型
と
の
均
衡
や
他

の
社
会
保
障
制
度
な
ど
も
総
合
的
に
考
慮
し
た
上
で
判
断
す
べ
き
も
の
と

解
す
る
、
と
し
た
上
で
、
（
○
政
令
制
定
権
者
の
広
範
な
裁
量
権
に
加

え
て
、
被
告
主
張
の
諸
点
に
照
ら
し
て
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
前
記
差

別
的
取
扱
い
が
著
し
く
合
理
性
を
欠
き
明
ら
か
に
裁
量
を
逸
脱
し
、
ま
た

は
濫
用
し
た
も
の
と
ま
で
は
認
め
ら
れ
ず
、
右
差
別
が
何
ら
合
理
的
理
由

の
な
い
不
当
な
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
ず
、
本
件
括
弧
書
は
憲
法
一
四
条

違
反
で
は
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
③
二
審
判
決
は
、
（
イ
）
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
要
件
を
定
め
る
に
つ
い
て
は
立
法
府
、
内
閣
の
広
い
裁
量
に
ゆ

だ
ね
ら
れ
て
お
り
、
制
定
さ
れ
た
政
令
が
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
・
濫
用
し

て
い
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
支
給
要
件
等
に
つ
い
て
な
ん
ら
か
の
区
別

が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
、
そ
の
区
別
が
憲
法
一
四
条
に
違
反
し
な
い

か
に
つ
い
て
は
、
そ
の
政
令
あ
る
い
は
区
別
が
明
ら
か
に
裁
量
の
逸
脱
・

濫
用
と
見
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
場
合
及
び
著
し
く
合
理
性
を
欠
く
場
合

を
除
き
裁
判
所
が
審
査
判
断
す
る
の
に
適
し
な
い
、
と
し
た
上
で
、
（
ロ
）

「
婚
姻
に
よ
ら
な
い
母
子
状
態
に
あ
る
世
帯
の
児
童
」
は
認
知
を
受
け
る

こ
と
に
よ
り
法
律
上
は
父
の
い
な
い
状
態
か
ら
脱
却
し
、
父
に
対
し
養
育

費
の
請
求
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
「
生
活
環
境
の
好
転
」
が
あ
っ
た
と

評
価
で
き
る
、
確
か
に
現
実
に
は
父
か
ら
養
育
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と

は
少
な
く
、
そ
の
生
活
状
態
は
「
婚
姻
を
解
消
し
た
母
子
家
庭
の
児
童
」

と
類
似
し
、
後
者
の
場
合
に
は
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
て
い
る
こ
と

と
の
均
衡
に
欠
け
る
面
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
「
婚
姻
関
係
に
あ

る
父
が
家
庭
を
離
れ
母
子
に
生
活
費
を
渡
さ
な
い
状
況
下
の
児
童
」
に
は

児
童
扶
養
手
当
は
支
給
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
立
法
あ
る
い
は
委
任

を
受
け
た
内
閣
が
現
実
に
は
父
か
ら
養
育
費
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
少

な
い
と
い
っ
た
現
実
の
状
況
を
考
慮
し
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
認
知

を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
な
く
な
る
と
い
う

区
別
が
憲
法
一
四
条
に
違
反
し
て
い
る
と
か
、
政
令
が
明
ら
か
に
裁
量
の

逸
脱
・
濫
用
と
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
下
級
春
判
決
の
判
断
の
対
立
に
対
し
、
最
高
裁
は
飢
本
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件
括
弧
書
は
法
の
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
違
法
な
規
定
と
し
て
無
効
と

し
た
上
で
、
「
そ
の
余
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
を
経
る
ま
で
も
な
く
、
本
．

件
括
弧
書
を
根
拠
と
し
て
さ
れ
た
本
件
処
分
は
違
法
」
と
判
示
し
、
憲
法

一
四
条
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
判
断
は
示
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

本
件
括
弧
書
の
憲
法
一
四
条
違
反
の
有
無
を
検
討
す
る
に
当
っ
て
は
、

先
ず
、
本
件
括
弧
書
の
対
象
で
あ
る
「
認
知
さ
れ
た
婚
姻
外
の
児
童
」
と

対
比
検
討
さ
れ
る
べ
き
類
型
の
児
童
と
は
何
か
が
問
題
と
な
る
。
第
一
審

に
お
け
る
原
告
の
主
張
及
び
判
決
内
容
を
見
る
と
「
父
母
が
婚
姻
解
消
し

た
児
童
及
び
事
実
婚
を
解
消
し
た
後
に
父
か
ら
認
知
さ
れ
た
児
童
」
あ
る

い
は
「
父
母
が
婚
姻
（
事
実
婚
を
含
む
）
を
解
消
し
た
児
童
」
と
の
対
比

が
な
さ
れ
、
両
者
問
に
「
明
ら
か
な
差
別
」
、
「
な
ん
ら
か
の
区
別
」
が
あ

る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
児
童
扶
養
手
当
法
に
お
い
て
は

「
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童
」
、
「
父
母
が
事
実
婚
を
解
消
し
た
児
童
」

と
と
も
に
「
認
知
さ
れ
て
い
な
い
婚
姻
外
の
児
童
」
を
も
受
給
資
格
者
と

し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
相
続
分
差
別
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
純

然
た
る
婚
外
子
差
別
と
は
い
い
え
な
い
と
し
て
も
、
前
二
者
に
お
い
て
は

父
が
存
在
し
て
も
（
と
く
に
事
実
婚
解
消
後
の
認
知
）
受
給
資
格
を
失
わ

な
い
が
、
後
者
に
お
い
て
は
父
の
認
知
に
よ
り
当
然
に
受
給
資
格
が
剥
奪

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
父
母
が
法
律
上
・
事
実
上
の
婚
姻
関
係
に
あ
っ
た
か

否
か
に
よ
り
「
認
知
さ
れ
た
婚
姻
外
の
児
童
」
は
差
別
扱
い
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
婚
外
子
差
別
の
問
題
の
一
環
で
あ
る
と
い
う
べ

（
９
）

き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
つ
ぎ
に
、
そ
の
よ
う
な
「
差
別
」
、
「
区
別
」
が

合
理
的
で
あ
る
か
否
か
の
審
査
が
問
題
と
な
る
。
審
査
基
準
に
つ
い
て
は
、

下
級
審
判
決
は
何
れ
も
社
会
保
障
立
法
に
対
す
る
違
憲
審
査
基
準
を
示
し

た
堀
木
訴
訟
最
高
裁
判
鵬
ぽ
依
拠
し
、
政
令
制
定
権
者
の
広
い
裁
量
を
認

め
た
上
で
、
そ
れ
が
「
著
し
く
合
理
性
を
欠
き
明
ら
か
に
裁
量
の
逸
脱
・

濫
用
と
見
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
場
合
」
に
該
当
す
る
か
否
か
を
判
断
す

べ
き
も
の
と
す
る
（
「
合
理
性
の
基
準
』
。
以
上
の
審
査
基
準
に
基
づ
く

下
級
審
裁
判
所
の
判
断
は
前
述
の
よ
う
に
違
憲
と
す
ろ
も
の
二
判
決
、
合

憲
と
す
る
も
の
三
判
決
と
分
か
れ
た
。
合
憲
判
決
に
つ
い
て
合
理
性
の
判

断
内
容
を
見
て
み
る
と
、
①
二
審
判
決
の
「
父
の
不
存
在
」
を
指
標
と
し

た
合
理
性
の
判
断
は
児
童
の
差
別
的
取
り
扱
い
の
事
実
を
無
視
し
、
差
別

の
合
理
性
の
判
断
を
無
意
味
に
し
て
し
ま
う
も
の
で
あ
諭
②
一
審
判
決

は
対
象
と
な
る
二
類
型
間
の
み
の
比
較
で
は
な
く
、
他
の
類
型
と
の
均
衡

や
他
の
社
会
保
障
制
度
な
ど
の
「
総
合
的
判
断
」
を
行
う
が
、
こ
れ
は
二

類
型
間
の
差
異
を
相
対
化
し
、
政
令
制
定
権
者
の
広
範
な
裁
量
を
是
認
す

る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
③
二
審
判
決
は
合
理
性
の
根
拠
と
し
て
認
知
に

よ
る
「
生
活
環
境
の
好
転
」
を
挙
げ
る
が
、
父
に
よ
る
扶
養
が
期
待
で
き

な
い
現
実
を
あ
ま
り
に
も
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
に
対
し
、
違
憲

判
決
（
①
一
審
、
②
二
審
判
決
）
は
、
本
件
括
弧
書
は
父
母
が
婚
姻
（
事

実
婚
を
含
む
）
を
解
消
し
た
児
童
と
比
較
し
て
「
婚
姻
外
の
児
童
を
社
会

的
な
地
位
又
は
身
分
に
よ
り
経
済
的
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
差
別
す
る

も
の
」
と
し
た
上
で
、
被
告
主
張
の
諸
点
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
し
、

差
別
に
合
理
性
が
な
く
、
憲
法
一
四
条
違
反
で
あ
る
と
す
る
。
「
認
知
さ

れ
た
婚
姻
外
の
児
童
」
が
「
婚
姻
（
事
実
婚
を
含
む
）
を
解
消
し
た
児
童
」

と
の
対
比
に
お
い
て
手
当
の
支
給
差
別
が
な
さ
れ
て
い
る
と
す
る
本
稿
の
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六
終
わ
り
に

以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
、
本
三
判
決
の
意
義
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き

た
い
。

第
一
は
、
「
認
知
さ
れ
た
婚
姻
外
の
児
童
」
の
受
給
資
格
を
奪
う
本
件

括
弧
書
（
政
令
）
に
つ
い
て
、
下
級
審
に
お
い
て
真
っ
向
か
ら
判
断
が
対

立
し
て
い
た
状
況
の
中
で
、
法
律
の
委
任
の
趣
旨
に
反
す
る
と
し
て
違
法
・

無
効
と
す
る
最
高
裁
と
し
て
の
初
め
て
の
判
断
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
社
会
保
障
分
野
に
お
け
る
委
任
立
法
（
政
令
）
の
限
界
に
つ
い
て

、
（
皿
）

判
断
し
た
注
目
す
べ
き
判
決
と
い
え
る
。

第
二
に
、
本
三
判
決
は
本
件
括
弧
書
と
憲
法
一
四
条
と
の
関
係
に
つ
い

て
直
接
的
な
判
断
を
示
し
て
い
な
い
が
、
実
質
的
に
見
れ
ば
憲
法
一
四
条

立
場
か
ら
す
れ
ば
、
「
認
知
さ
れ
た
婚
姻
外
の
児
童
」
は
婚
姻
（
事
実
婚

を
含
む
）
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
子
と
い
う
社
会
的
地
位
で
あ
り
、

そ
れ
を
理
由
と
す
る
差
別
は
、
違
憲
判
決
の
い
う
ご
と
く
、
「
社
会
的
身

分
」
に
よ
る
差
別
に
該
当
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

の
差
別
の
合
理
性
判
断
は
「
合
理
性
の
基
準
」
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も

「
厳
格
な
合
理
性
の
基
蝋
匙
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
本
件
に

お
い
て
は
当
該
差
別
が
重
要
な
立
法
目
的
で
あ
る
認
知
し
た
父
の
扶
養
義

務
の
履
行
確
保
と
実
質
的
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
ず
（
事
実
婚
解
消
後
の

父
の
認
知
事
例
や
父
の
扶
養
義
務
の
履
行
状
況
参
照
）
、
そ
の
差
別
は
合

理
性
が
な
く
、
本
件
括
弧
書
は
憲
法
一
四
条
に
違
反
す
る
も
の
と
い
う
べ

（
胸
）

き
で
あ
ろ
う
。

（
胆
）

違
反
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
既
に
見

た
よ
う
に
、
最
高
裁
は
支
給
対
象
児
童
を
「
世
帯
の
生
計
維
持
者
と
し
て

の
父
に
よ
る
現
実
の
扶
養
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る

児
童
」
と
実
質
的
現
実
的
に
捉
え
、
「
認
知
さ
れ
た
婚
姻
外
の
児
童
」
に

つ
い
て
父
が
世
帯
の
生
計
維
持
者
と
な
る
可
能
性
も
父
に
よ
る
現
実
の
扶

養
の
可
能
性
も
期
待
で
き
な
い
と
し
て
、
本
件
括
弧
書
を
違
法
・
無
効
と

す
る
。
た
し
か
に
最
高
裁
は
婚
姻
外
懐
胎
児
童
に
つ
い
て
認
知
の
有
無
に

よ
る
「
両
者
の
間
の
均
衡
」
の
欠
如
を
直
接
的
に
は
問
題
に
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
実
質
的
現
実
的
視
点
を
示
し
た
こ
と
か
ら
す
れ

ば
、
本
件
を
婚
外
子
差
別
の
一
環
と
捉
え
る
本
稿
の
立
場
か
ら
見
る
と
、

「
父
母
が
婚
姻
（
事
実
婚
を
含
む
）
を
解
消
し
た
児
童
」
と
の
対
比
に
お

け
る
支
給
差
別
に
つ
い
て
も
同
様
の
批
判
を
な
し
う
る
こ
と
を
示
し
た
も

の
と
解
し
う
る
。
こ
こ
に
は
、
違
憲
立
法
審
査
に
消
極
的
な
司
法
消
極
主

（
照
》

，
義
の
下
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
実
質
的
現
実
的
判
断
を
通
じ
た
婚
外
子

差
別
の
解
消
の
志
向
が
読
み
取
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
に
、
本
一
一
一
判
決
が
児
童
扶
養
手
当
支
給
に
お
け
る
婚
外
子
差
別
を

解
消
し
た
こ
と
は
、
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る
他
の
婚
外
子
差
別
問
題
の

解
決
に
と
っ
て
大
き
な
力
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
戸
籍
に
お
け
る
婚
外

子
の
続
柄
表
記
に
つ
い
て
は
、
嫡
出
子
の
場
合
と
同
一
の
記
載
に
改
め
る

旨
の
法
務
省
方
針
が
表
明
き
れ
転
婚
外
子
の
相
続
分
差
別
に
つ
い
て
は
、

最
大
決
平
成
七
・
七
・
五
以
降
合
憲
と
す
る
最
高
裁
判
決
が
続
い
て
い
る

が
、
違
憲
と
す
る
反
対
意
見
と
僅
差
の
状
況
で
あ
奄
本
三
判
決
を
契
機

と
し
て
婚
外
子
差
別
問
題
の
解
決
が
更
に
一
層
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

319（熊本法学107号'05）
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注

し
た
い
。

な
お
、
本
三
判
決
を
受
け
て
、
厚
生
労
働
省
は
一
九
九
八
（
平
成
一
○
）

年
政
令
改
正
以
前
に
本
件
括
弧
書
に
基
づ
き
手
当
支
給
が
打
ち
切
ら
れ
た

り
請
求
却
下
さ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
、
申
請
に
よ
り
遡
っ
て
支
給
す
る
こ

と
を
決
定
し
莞

（
１
）
坂
本
龍
彦
『
児
童
扶
養
手
当
法
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支

給
に
関
す
る
法
律
の
解
釈
と
運
用
」
（
中
央
法
規
出
版
、
一
九
八

七
年
）
三
頁
以
下
、
一
一
宮
周
平
「
児
童
扶
養
手
当
法
に
お
け
る
婚

外
子
差
別
の
検
討
」
（
中
川
淳
先
生
古
稀
祝
賀
論
集
「
新
世
紀
に

向
か
う
家
族
法
』
、
日
本
加
除
出
版
、
一
九
九
八
年
）
二
六
九
頁

以
下
、
参
照
。

（
２
）
児
童
扶
養
手
当
の
受
給
状
況
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
「
福

祉
行
政
報
告
例
」
参
照
。

（
３
）
最
高
裁
判
決
に
関
す
る
評
釈
・
紹
介
と
し
て
、
長
尾
英
彦
・
中

京
法
学
三
七
’
一
・
二
’
二
五
一
、
中
野
妙
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一

一
一
一
一
一
○
’
一
一
一
五
、
竹
田
光
広
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
一
三
一
一
’
一
七

六
、
清
野
幾
久
子
・
法
学
教
室
一
一
六
五
’
一
三
四
、
橋
爪
幸
代
・

季
刊
・
社
会
保
障
研
究
三
八
’
一
一
一
’
二
五
四
、
馬
場
里
美
・
自
治

研
究
七
九
’
二
’
一
一
一
四
、
豊
島
明
子
・
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
一
一
四
六
－

三
七
、
等
参
照
ｐ

下
級
審
判
決
に
関
す
る
評
釈
と
し
て
、
永
尾
英
彦
・
中
京
法
学

三
○
’
’
’
一
、
上
田
真
理
・
民
商
法
雑
誌
一
一
四
’
六
’
一
一

一
、
二
宮
・
前
掲
（
１
）
、
二
宮
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
九
一
八
’
七

四
、
平
部
康
子
・
法
政
研
究
六
三
’
一
一
－
九
七
、
山
元
祐
史
・
み

ん
け
ん
四
六
九
’
四
九
、
高
作
正
博
・
上
智
法
学
論
集
四
○
’
三
’

一
一
一
三
、
西
鳥
羽
和
明
・
判
例
評
論
四
五
六
’
一
八
七
、
内
野
正

幸
・
法
学
教
室
一
八
七
’
一
○
六
、
等
参
照
。

（
４
）
厚
生
省
（
当
時
）
は
、
一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
三
月
、
社
会

環
境
の
変
化
に
対
応
さ
せ
る
べ
く
児
童
福
祉
制
度
の
抜
本
的
見
直

し
を
決
定
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
同
月
、
中
央
児
童
福
祉
審
議

会
基
本
問
題
部
会
は
本
件
括
弧
書
を
め
ぐ
る
違
憲
論
や
奈
良
地
裁

の
違
憲
判
決
な
ど
を
踏
ま
え
て
「
児
童
扶
養
手
当
の
あ
り
方
」
を

当
面
の
審
議
事
項
の
一
つ
と
し
て
定
め
た
。
同
部
会
は
「
母
子
家

庭
の
実
態
と
施
策
の
方
向
に
つ
い
て
（
中
間
報
告
）
」
を
踏
ま
え

て
、
翌
年
九
月
に
「
児
童
扶
養
手
当
部
会
」
を
設
置
し
て
検
討
を

始
め
た
。
こ
の
部
会
は
同
年
一
二
月
、
「
今
後
の
児
童
扶
養
手
当

制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
「
未

婚
の
母
に
つ
い
て
は
、
現
行
制
度
に
お
い
て
、
子
が
認
知
を
受
け

た
場
合
、
受
給
資
格
を
喪
失
す
る
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

母
子
家
庭
の
自
立
支
援
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
、
離
婚
の
場
合
と

の
均
衡
も
勘
案
し
つ
つ
、
認
知
後
も
支
給
対
象
と
す
る
こ
と
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
意
見
を
ま
と
め
た
。
そ
こ
で
、

こ
れ
を
受
け
て
政
府
は
、
一
九
九
八
（
平
成
一
○
）
年
六
月
二
四

・
日
、
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
の
改
正
を
行
い
、
本
件
括
弧
書
を
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（
Ⅲ
）
市
川
正
人
「
児
童
扶
養
手
当
と
婚
外
子
差
別
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー

五
○
一
号
八
七
頁
。

（
Ⅲ
）
他
の
分
野
に
お
い
て
政
令
を
無
効
と
し
た
も
の
と
し
て
、
最
大

削
除
し
た
の
で
あ
る
（
政
令
一
三
四
号
）
。
こ
の
政
令
は
同
年
八

月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

（
５
）
内
野
・
前
掲
一
○
七
頁
。

（
６
）
内
野
・
前
掲
一
○
七
頁
、
上
田
・
前
掲
一
二
頁
。

（
７
）
坂
本
・
前
掲
一
四
頁
、
そ
の
他
。

（
８
）
西
鳥
羽
・
前
掲
一
九
○
頁
。

（
９
）
内
野
・
前
掲
一
○
七
頁
、
二
宮
・
前
掲
（
１
）
二
七
九
頁
。

（
皿
）
最
大
判
昭
五
七
・
七
・
七
（
民
集
三
一
’
七
’
一
一
一
一
一
一
五
）
○

五
）
平
部
・
前
掲
四
四
八
頁
、
山
元
・
前
掲
五
八
頁
。

Ｅ
）
違
憲
審
査
の
基
蝋
と
し
て
、
最
も
緩
や
か
な
「
合
理
性
の
基
準
」

に
対
し
て
、
よ
り
厳
し
い
審
査
基
準
と
し
て
「
厳
格
な
合
理
性
の

基
準
」
（
立
法
目
的
が
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
規
制
手
段
が
目
的

と
実
質
的
な
関
連
性
を
有
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
基
準
冑
最
も

厳
し
い
基
準
と
し
て
「
厳
格
審
査
基
準
」
（
目
的
は
必
要
不
可
欠

な
「
や
む
に
や
ま
れ
ぬ
利
益
」
で
、
手
段
は
そ
の
目
的
を
達
成
す

る
た
め
の
必
要
最
小
限
の
も
の
に
限
定
さ
れ
る
旨
を
要
求
す
る
基

準
）
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。
憲
法
一
四
条
の
平
等
原
則
違
反
に
お

い
て
後
二
者
の
何
れ
の
基
準
を
当
て
嵌
め
る
か
に
つ
い
て
は
議
論

が
あ
る
。
芦
部
信
喜
『
憲
法
（
新
版
臣
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
七

年
）
二
九
頁
以
下
、

）
市
川
正
人
「
児
童
」

参
照
。

［
付
記
］

本
稿
は
一
一
○
○
四
（
平
成
一
六
）
年
三
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第

二
八
六
回
九
州
家
族
研
究
会
に
お
け
る
報
告
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で

判
昭
四
六
・
一
・
一
一
○
（
農
地
法
施
行
令
）
、
最
判
平
三
・
七
・

九
（
監
獄
法
施
行
規
則
）
、
な
ど
が
あ
る
。
中
野
・
前
掲
一
二
六

頁
、
馬
場
・
前
掲
一
三
一
一
頁
、
参
照
。

（
妬
）
三
重
利
典
・
村
松
い
づ
み
「
児
童
扶
養
手
当
訴
訟
勝
利
判
決
の

報
告
ｌ
京
都
訴
訟
を
中
心
に
ｌ
」
（
賃
金
と
社
会
保
障
一
一
一
一
二
一
一

号
）
一
一
五
頁
、
清
野
・
前
掲
一
三
五
頁
、
馬
場
９
前
掲
一
一
一
一
一
一
頁
。

（
ご
最
高
裁
の
違
憲
審
査
に
対
す
る
消
極
的
傾
向
に
つ
い
て
は
、
例

え
ば
、
戸
波
江
二
「
憲
法
訴
訟
論
の
現
代
的
課
題
」
（
法
学
教
室

二
五
三
号
）
一
六
頁
、
参
照
。

（
Ⅳ
）
二
○
○
四
年
三
月
九
日
朝
日
新
聞
等
。
尚
、
そ
の
後
、
戸
籍
法

施
行
規
則
が
改
正
さ
れ
、
同
年
二
月
一
日
よ
り
差
別
表
記
が
撤

廃
さ
れ
、
長
男
・
長
女
型
に
統
一
さ
れ
た
。

（
蛆
）
そ
の
後
の
判
例
と
し
て
は
、
最
判
平
一
二
・
一
・
二
七
（
一
一
件
）
、

最
判
平
一
五
・
三
・
一
一
八
、
最
判
平
一
五
・
一
一
一
・
三
一
、
最
判
平

一
五
・
六
・
二
○
、
最
判
平
一
六
・
一
○
・
四
、
が
あ
る
が
、
そ

の
殆
ど
が
多
数
意
見
三
函
反
対
意
見
一
一
で
あ
る
。

（
四
）
二
○
○
二
年
一
一
一
月
八
日
朝
日
新
聞
、
同
日
読
売
新
聞
。
新
聞
に

よ
れ
ば
支
給
を
打
ち
切
ら
れ
た
世
帯
は
年
約
三
○
○
世
帯
あ
り
、

こ
の
ほ
か
請
求
却
下
さ
れ
た
世
帯
も
あ
る
。
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様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

あ
る
。
当
日
の
研
究
会
に
お
い
て
貴
重
な
ご
意
見
・
助
言
を
い
た
だ
い

た
九
州
大
学
名
誉
教
授
有
地
亨
先
生
は
じ
め
研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
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